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発行：元吉町まちづくり部 

Vol. 5 元吉町 
 
祇園新橋地域のまちづくりを考えていくため、「元吉町まちづくり部」を立ち上げ、活

動を開始しました。「元吉町まちづくりニュース」は、これからのまちづくりを皆様と

ともに考え、その取組をお知らせするニュースです。 

まちづくりニュース  

元吉町短

信 
・ 白川の「おおさわ」跡に新しくオープンした「パスザバトン京都

祇園店」のオープニングイベントにて、秋山さんと永田さんが門

川京都市長と一緒に鏡開きされました。 

辰巳稲荷の土用供養祭が 8 月 4 日（火）に執り行われ、あわせて奉納のぼりのお披露目をさせていただ

きました。  

当日は朝から猛暑となりましたが、噴き出る汗をぬぐい、差し入れのお茶で水分補給しつつ、まちづく

り部みんなで掲げました。  

 数十年ぶりに新調した、桜色と紫陽花色の各 10 本ののぼりが辰巳稲荷を囲み、祇園新橋らしい華やか

さになったのに加え、旧来の 6 本ののぼりによる赤や紫色を差すことで味わいのある重層的な雰囲気とな

りました。  

 その甲斐があってか、いつもより多くの方に参拝していただいたことできました。初めて挨拶をかわす

ことができたり、世間話に話が弾むなど、地域の繋がりがより広がり、より深まる機会となりました。  

 のぼりを奉納していただいた皆様、準備のお手伝いをしていただいたまちづくり部部員の皆様、そして、

辰巳稲荷を今まで護ってきて下さった先人に感謝するとともに、改めて御礼申し上げます。  

 

 さて、のぼりの新調は当初 20 本を予定しておりましたが、町内外から 30 本以上の奉納を申し出いた

だきました。そのため、残りを初冬に執り行われる御火焚き祭にあわせて新調させていただきます。  

 つきましては、更にのぼりの奉納を承りますので、詳しくはまちづくり部（担当：冨田携帯

090-1918-4249）までお問い合わせください。（申込締め切りは 9 月 23 日とさせていただきます。） 

辰巳稲荷の奉納のぼりをお披露目しました！ 

新しいのぼりに加え、倉庫に眠って

いたのぼりを復活させました。 

みんなで手分けし、のぼりの取付

を行いました。炎天下の中、皆さ

んありがとうございました。 

桜色と紫陽花色が玉垣の緑にも

によく映えて、祇園新橋らしい華

やかな印象になりました。 



 今後の活動に対する思い 

 

昭和 40年に開業しまして、来年で 50 周年を迎えます。 

開業当初は祇園と言う場所柄、ニンニク、ネギはもとより、香辛料も入

らない中華を希望されるお客様が多く、試行錯誤しながら作ってまいりま

したが、今では「京風中華」と呼ばれ、皆様に親しんでいただけるように

なってまいりました。 

元吉町も、当店のある橋本町も、住んでおられる方が少なくなり、何と

かまちをきれいに残したいと思うのですが難しい状況にあります。お隣の

町民として是非とも協力させていただき、昔ながらの風情を守っていきた

いと思います。 

これからは一つの町内ではなかなか保全対策もままならない現状にあ

ると感じ、このような「まちづくり部」を作っていただいた事に感謝いた

します。 

どのような協力ができるかわかりませんが、少しでも皆様と一緒に考え

させていただければ幸いです。 

これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

自分達のまちを守るための条例 

（地区計画）について勉強します。 

問い合わせ 

部の活動に関するご意見・ご質問が 
ありましたら、ぜひご連絡下さい。 

元吉町まちづくり部：冨田 
（090-1918-4249） 

【勉強会】 

・ 西之町のまちづくりは、歴史的景観修景保全地区としての現環境・保全

を目指している。 

・ 元吉町まちづくり部は、どういうまちづくりを目指していくのかを皆で

考えてほしい。 

・ まちづくりには、法的拘束力があり用途を規制する地区計画と、自分達

で建物や景観のルールを決める地域景観づくり協議会がある。後者では

建築行為の際事前協議が必要となる。 

・ 町内にふさわしくない業種に来て欲しくない場合は、皆の総意を結集し

て地区計画で規制する必要がある。 

・伝建地区の指定で建物の構造等は規制されているが、職種の用途規制は

「地区計画」でないと規制できない。 

・ 上記を目指すには、組織作りが重要である。「西之町まちづくり協議会」

は、町内会と共存を図りながら、独立した組織となっている。 

・ 地区計画の準備作業として先ずワークショップ方式で、皆が意見を出し

合って総意を決め、行政からの支援を仰いで作り上げた。 

・ 地区計画の取組を住民に知らせるため、ニュース配布と回覧・掲示等を

繰り返して、住民に周知徹底を図った。 

【報告事項：簾の共同購入について】 

・ 前回の意見交換会でお伝えした簾の共同購入について、京都市の補助金を申請いたしました。来年度に簾を

ご検討される方はまちづくり部までお問い合わせください。 

7 月 14日（火）の第 9回意見交換会では、お隣の西之町から、西之町まちづくり協議会の横山事務局長と

町内会の田辺会長をお招きして、15名の参加者で、西之町のまちづくりの勉強会と意見交換を行いました。 

報告 1 西之町のまちづくりの勉強会を行いました。  

次回意見交換会 
平成 27年9 月8 日（火） 

13 時半～15 時  

会場：登希代  2 階 
 （大和大路新橋通上ル東側） 

 

話題：地区計画の勉強会 

第  回 
 

永田
な が た

 由美子
ゆ み こ

さん 

広東御料理 竹香 

（075-561-1209） 
【営業時間】17：00～21：00 

（ラストオーダー 20：20） 

【定休日】火曜日 

【PR】御予約はコース料理

（4,000 円～）にて承ります。 

まちの人紹介 
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